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要         旨 

 体重管理では，日常生活で直面するつい食べ過ぎてしまう場面での食行動の

コントロールが重要である．本研究は，成人の体重管理における食べ過ぎに関

する対策を検討した研究である． 
 
学位論文審査には，食品栄養科学領域の各専門の先生方に審査にあたってい

ただいた．第 1 回審査委員会（2015 年 12 月 17 日）において，論文の内容は

十分であると評価され，同日口頭発表および口頭試問が行われた。その後開催

された第 2 回審査委員会（2015 年 12 月 17 日）において，修正後再審査とな

り，その後提出された論文に対し，第 3 回審査委員会（2015 年 12 月 21 日）

において，審査委員の質問・指摘に対して，適切に修正されていることを確認

した． 1 月 12 日に開催した公開発表会では，前回の指摘事項が修正され，質

疑応答においても，全ての質問に対して，的確に回答した．その後開催した第

4 回審査会にて，審査委員会は本論文に対して，以下の点を評価した． 
 

1. 体重管理における食べ過ぎた後にその影響を最小限に抑えるための対策を

整理し，教材を提案したこと 
2. 衝動性が高い者に対し，食べ過ぎた後の対策が有効である可能性を示した

こと 
本論文に関する研究成果はすでに第 1 著者として国際誌に 3 報

（International Journal of Health and Nutrition, 6(2), 1-7 (2015); Health 
Education Journal, 74(5),616-626 (2015); Obesity Research & Clinical 
Research(accepted)）採用されている． 

 
以上を総合して，本審査委員会は，本学位申請者は，本学大学院人間文化創

成科学研究科における学位，博士（学術），Ph.D. in Nutrition Education を受

けるに相当すると判断した．  
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インターネット

公表 

○ 学位論文の全文公表の可否（ 可 ・ 否 ） 

 

○ 「否」の場合の理由 

ア．当該論文に立体形状による表現を含む 

イ．著作権や個人情報に係る制約がある 

ウ．出版刊行されている，もしくは予定されている 

エ．学術ジャーナルへ掲載されている， 

もしくは予定されている 

オ．特許の申請がある，もしくは予定されている 

 

※ 本学学位規則第２４条第４項に基づく学位論文 

全文のインターネット公表について 

 


